
  
   

盛
大
に
行
わ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

八
月
十
五
日
（
土
）
三
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
い

て
、
三
島
夏
祭
り
納
涼
盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

今
年
の
夏
祭
り
は
、
午
後
六
時
か
ら
の
ビ
ヤ
ガ

ー
デ
ン
、
バ
ル
ー
ン
で
遊
ぶ
ち
び
っ
こ
広
場
を
設

け
、
黄
昏
と
共
に
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
ひ
と
時
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

 

開
会
式
が
始
ま
る
頃
に
は
、
大
勢
の
踊
り
子
さ

ん
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
満
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

盆
踊
り
「
戸
祇
御
前
」
は
、
実
行
委
員
会
に
お

い
て
二
回
の
指
導
者
講
習
会
を
開
催
し
た
甲
斐

も
あ
り
、
大
勢
の
方
々
に
踊
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

   

 

   

      

二
組
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
の
後
、
各
部
落
か
ら

趣
向
を
凝
ら
し
た
盆
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は

自
ず
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
終
盤
は
、
「
ふ
・

る
・
さ
・
と
・
み
・
し
・
ま
」
の
火
文
字
と
コ
ー

ル
ナ
チ
ュ
レ
ル
に
よ
る
合
唱
。
そ
し
て
サ
プ
ラ
イ

ズ
は
、
鬼
北
郷
で
は
ど
の
地
域
に
も
負
け
な
い
打

ち
上
げ
花
火
で
最
後
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

猛
暑
の
中
、
準
備
、
片
付
け
を
し
て
い
た
だ
い

た
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
清
詰
地
区
の
皆
さ
ん
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      

 

 

 

   

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

        

三
島
公
民
館
だ
よ
り 
平成 2７年 

9月 
№125 

夏
祭
り
納
涼
盆
踊
り
大
会 

各部落の盆踊りには、老若男女が集い、例年にな

く大勢の踊り子さんで溢れました。 

二
晩
に
わ
た
り
講
習
を

行
っ
た
「戸
祇
御
前
」
の
講 

 

習
を
し
て
い
た
だ
い
た
、

ゆ
り
の
会
・
保
存
会
の
み

な
さ
ん
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

広島からの新屋まりさんと、ウクレレ演奏の古用さんと程内さん 

みきゃんと記念撮影 

パチッ・・。 

 

商品の中身は？？？。 

満場となった川上部落席の様子。来年も皆で参加

できる楽しい会場になるよう心掛けたいですね。 

よい天気になりますように！！ 



   
今
年
も
「
ふ
る
さ
と
の
家
安
森
」
を
会
場
に
七
月

二
十
四(

金
）
二
十
五
日
（
土
）
の
一
泊
二
日
で
、
野

外
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
、
プ
ー
ル
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
で
し
た
。

学
級
生
は
カ
ヌ
ー
の
乗
り
方
や
漕
ぎ
方
を
教
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、「
ふ
る
さ
と
の
家
安
森
」
で
の

夕
食
作
り
・
花
火
・
五
右
衛
門
風
呂
体
験
・
宿
泊
準

備
な
ど
、
班
に
分
か
れ
て
皆
で
協
力
し
て
行
い
ま
し

た
。 翌

朝
は
、
初
め
て
の
手
作
り
ピ
ザ
の
朝
食
で
す
。

レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
？
、
チ
ー
ズ
た
っ
ぷ
り
、
ピ
ー

マ
ン
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
特
製
ピ
ザ
を
、
グ
ル
ー
プ
で
作

り
、
楽
し
い
朝
食
と
な
り
ま
し
た
。 

 

     
 

 
 

    

 
 

   

 

        

 

 

      
 

 

 

    
夏
休
み
部
落
対
抗
子
供 

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
を
開
催
す
る 

「
夏
休
み
部
落
対
抗
子
供
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
」
に

向
け
て
、
学
級
生
は
、
各
部
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
ク

ロ
ッ
ケ
ー
部
」
指
導
者
の
方
々
か
ら
、
や
さ
し
く
時

に
は
き
び
し
い
指
導
を
受
け
て
、
腕
を
磨
き
ま
し
た
。 

八
月
二
十
七
日
、
三
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
い
て
そ

の
成
果
を
実
践
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
優
勝
下
大
野

Ａ
、
準
優
勝
小
松
４
Ｇ
、
三
位
に
は
延
川
Ａ
が
入
賞

し
ま
し
た
。 

各
部
落
の
「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
部
」
の
み
な
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

       

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

      

戸
祇
の
子
学
級
野
外
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
す
る 

カヌーと先生と命札 

開会式の後、真剣な表情で球を追いかける戸祇の子学級生 

横一列で飛ばし合い！ 

夕食は、かまどで炊いた焦げごはんに、 

皆で作ったカレーをよそって 
朝食は窯出しあつあつピザ 最後にソーメンで締めくくり 



祝 

敬
老
の
日 

 
三
島
地
区
敬
老
行
事
が
、
九
月
八
日
（
火
）
に
三

島
小
学
校
屋
内
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
招
待
者
は
五
百
十
七
人
、
出
席
者
は
二
百

十
六
人
。
今
年
め
で
た
く
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々

は
二
十
五
人
。
出
席
者
十
五
人
に
甲
岡
町
長
か
ら
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
、
出
席
者
を
代
表
し
て
伊
手
武
好

様
（
川
上
）
に
記
念
品
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
小
学
校
１
年
生
の
丸
石
眞
央
さ
ん
（
川
上
）

６
年
生
の
清
家
祥
太
さ
ん
（
下
大
野
）
か
ら
大
好
き

な
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉
が

綴
ら
れ
た
作
文
朗
読
が
あ
り
、
会
場
は
、
暖
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

  

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

  

三
島
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
ガ
ラ
ス

拭
き
を
行
う 

三
島
体
育
協
会 

三
島
体
育
協
会
で
は
、
三
島
小
学
校
屋
内
運
動
場 

の
ガ
ラ
ス
拭
き
を
、
二
学
期
が
始
ま
る
前
に
小
学
校

が
行
う
奉
仕
作
業
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
行
う
こ
と

に
な
り
、
レ
ク
バ
レ
ー
等
で
施
設
を
利
用
し
て
い
る

チ
ー
ム
に
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
天
候
も
よ
く
、
多
く
の
方
に
集
ま
っ
て

頂
き
、
短
時
間
で
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 今

後
も
利
用
者
は
、
使
用
す
る
事
も
、
奉
仕
の
心

も
両
面
怠
る
こ
と
な
く
、
共
に
汗
を
流
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン 

 

「や
さ
し
さ
が 

  
 
 
 

走
る
こ
の
ま
ち 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
道
路
」 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
九
月
二
十
一
日
か

ら
三
十
日
ま
で
実
施
中
で
す
。 

 【
運
動
の
基
本
】 

◎
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

【
運
動
の
重
点
】 

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
防
止 

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

③
飲
酒
運
転
の
根
絶 

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
島
地
区
で
は
、
九
月
二
十 

八
日
（
月
）
に
、
交
通
安
全
協
会 

三
島
支
部
に
よ
り
ま
す
、
交
通
茶 

屋
を
、
警
察
、
指
導
員
、
小
松
保 

育
所
の
協
力
を
お
願
い
し
、
善
光 

寺
下
国
道
で
実
施
致
し
ま
す
。 

清家祥太さん 丸石眞央 さん 

「お元気で長生きを！」婦人会の踊り 

平成２７年７月末現在の交通事故死
者数に占める高齢者数（愛媛県） 

（ ）は前年同期比 

死者数    ４７人（＋１０人） 

うち高齢者  ２９人 

 



行 事 予 定 

－ 10月 － 

２日（金）戸祇の子学級 

クロッケー& 

       いも炊き 

 

12日（月）体育の日 

 

18日（日）三島地区球技大会 

      8：30～ 

  

25日（日）三島地区秋祭り 

 

－ 11月 －  

 

1 日 (日）戸祇山登山 

        

  3日（火）文化の日 

 

未定  体協会長杯 

レクバレー大会 

     8：30～ 

          

22日（日）農民祭・総合文化祭 

       8：30～ 

 

23日（月）勤労感謝の日 

 

祝・祭日には国旗を 

立てましょう。 

 

 
発 行 者 

鬼北町小松 1523 

三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
公民館だよりは、下記のアド
レスにアクセスすれば、カラ
ーでご覧になれます。 

 
鬼北町ホームページ 

アドレス http//www.town. 
    kihoku. ehime.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 我
が
愛
し
の
三
島 

 今
月
は
、
延
川
地
区
の
谷
口
文
明
さ
ん
に
執
筆
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
故
郷
を
後
に
し
て
四
十
五
年
。
人

生
の
半
分
以
上
を
占
め
、
長
い
年
月

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
実
際
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
松
山
か
ら
、
平
成
二
十
四
年 

 

四
月
十
二
日
、
生
ま
れ
育
っ
た
鬼
北

町
に
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
故
郷
で

は
父
母
が
、
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、
父
が
、
高
齢

の
た
め
農
業
が
困
難
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。 

現
在
で
は
、
農
作
業
の
傍
ら
、
趣
味
を
通
じ
て
、
地

域
の
人
達
と
交
流
を
深
め
る
た
め
の
一
つ
に
、
「つ
ば

き
の
鉢
植
え
栽
培
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
南
予
で
つ
ば

き
展
を
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
近
永
の
街
角
ギ
ャ
ラ
リ

ー
「な
ん
で
も
館
」で
開
催
す
る
こ
と
が
実
現
で
き
ま

し
た
。
ご
来
館
頂
い
た
地
域
の
皆
様
方
に
感
謝
致
し

ま
す
と
と
も
に
、
来
年
も
三
月
八
日
か
ら
十
三
日

ま
で
、
同
「な
ん
で
も
館
」で
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
是

非
見
に
来
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

三
島
に
帰
郷
し
て
思
う
こ
と
で
す
が
、
私
は
、
当

時
よ
く
川
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
川
に
潜

れ
ば
大
き
な
岩
の
下
か
ら
う
な
ぎ
が
、
何
十
匹
も
頭

を
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
小
川
に
「
う
え
」
と
い
う
籠

を
仕
掛
け
れ
ば
、
多
い
と
き
に
は
百
匹
く
ら
い
の
か

に
が
、
捕
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

現
在
は
、
猪
や
鹿
が
里
山
・
田
畑
を
荒
す
反
面
、

川
や
小
川
に
は
、
う
な
ぎ
や
か
に
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
生
活
は
裕
福
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
故

郷
の
山
河
が
、
荒
廃
し
て
い
く
の
は
寂
し
い
か
ぎ
り
で

す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ご
寄
附
の
お
礼 

 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

七
月 

二
十
一
日 

松
原 

和
雄
さ
ん
（
小 

松
） 

七
月 

 

三
十
日 

上
甲 

周
司
さ
ん
（
下
大
野
） 

九
月 

 
 

二
日 

和
田
真
由
美
さ
ん
（
神
奈
川
） 

         

 第４回 

優 勝 川上Ａ 

準優勝 小松Ｂ 

3 位   下大野Ｂ 

4 位 広見Ｂ 

5 位 小松Ａ 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

№5６ 

第４回 
館長杯クロッケー大会結果 
 
開催日：9月 10日（木） 
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